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度加里が肺頂発の sporotrichosisに使 用 され
たのは1912年｡ 其後 nocardiosisとaC:tinomy-




amphotericin B が (1957)発見 された｡ Ⅹ-
5079Cとして知られている英剤は,その予備的





























病原菌 :動物体内の Histoplasma capsula-
tum は一種の酵母とゆうべきで,由径215JLで































































































































































発症状は発熱, 悪感, 盗汗, 月,rJF吉r;:･痔:痛と唱吐




































レ線所見 :massiveの結核病巣に似て い る
か,或は膵癌に似た孤立病巣として肺の何処に
きてもよい｡粟粒病巣は,末槽部-の播種によ















































































































































































nystatinと amphotericinB による aerosol
療法は, 目下試験中 だが成績はよくな い よ う












1) 気管支 ･肺型 :気管支周囲に軽微な病変
























治療 :限局巣の場合は nystatin亦は myco-
昭和41.3




木症には, 50万甲位の tabletを 1｢13回服用
し, 2週間糞便中に菌が培養陰性になるまで投
与する｡ 口fTJ/;羊の病巣に対 してほ, 10万単位の
mycostatin を,suspensionの形で 1日3回,



























脈に入 り, 栓塞と infarct とを起すとゆうの
が,木症究ff:.の病理である｡併 し時には播種型
において血行性に肺病巣がrl-:られる.
2) 脳型 :副 鼻粧病巣より内頚動脈,眼動脈
の栓究症を起 し,更に脳炎にと発展する｡
治療 :沃度カ リと脱感作療法が以前に行われ
たが, 結果は全 く不充分で, 大多数が死亡し
た｡amphotericinBが現れて以来,本庄は最
早致命的疾患とは考えられな くなった｡本剤を
1.5mg/kgの量で3ケ月間投与する｡これで通
常根治する｡
(上坂一郎助教授の援助のもとに,安平公夫助教
授が邦訳)
